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事例名 

 工事現場で下水道事業をＰＲ！！ 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

【概要】 

 相模原市では、大雨による浸水被害の解消・軽減に向け雨水管の整備を進めており、当該工事は３ヶ年の継続工事で雨水幹

線であるφ2600㎜の雨水管をシールド工法を用いて整備した。なお、シールド工法は昼夜間の連続した作業のため、近隣への

影響を考慮し、防音ハウスを設置したことから、殺風景な壁面を利用して下水道事業のＰＲを実施した。 

【ＰＲ活動①】 

○みんなの声『 雨水管ってなに？ 』をＰＲ 

水の循環をイラスト化することで、雨水管を通

じて循環されていることがわかるよう表現した。 

 ○近隣大学との連携によるＰＲ 

平成26年5月21日に締結した包括連携協定の一

環として、相模女子大学生の協力のもと当市が掲

げる「潤水都市 さがみはら」をイメージしたイ

ラストを公募により決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＰＲ活動②】 

 ○その他のＰＲ 

 当市のシティーセールスの一環として行われた「防災 

減災都市ツアー」において小学生を含む計30名程度を対 

象に現場見学会を実施したほか、市HPや業界誌などに掲 

載し、市内外へも下水道事業のPRを図った。 

エントリー事例の特徴（施策等そのものの特徴ではなく、施策等を発信する広報戦略及びその効果が

優れていると考えている点を明記願います） 

当該工事箇所は、当市のターミナル駅である小田急線相模大野駅や商業施設、教育施設などが近く、

駅や商業施設利用者、学生などが頻繁に往来する場所であったため、この度のPR事業は当市や下水道事

業の効果的なPRとなり、市内外への発信に繋がった。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

『雨水管ってなに？』 『潤水都市 さがみはら』 

（Access:相模原市南区文京１丁目） 

相模女子大学生による作品 

雨水が雨水管を通じて川へ放流するまでの過程をイメージ 

イラストによるＰＲ活動

でバスの利用者、通行者の

視線を釘づけに！！ 

 

Q:どうやって雨

を流すの？ 

A:道路に雨を集める

桝をつくってそこから

つなげるよ。 
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